
都内避難者の皆様への都内避難者の皆様への

都内に避難されている皆様へ、
東京都からのお知らせ等の情報を送ります。 
都内に避難されている皆様へ、
東京都からのお知らせ等の情報を送ります。 

http://www.soumu.metro.tokyo.jp/17hisaichi/hp/tonaihinansha.html

被災地支援に関するイベント情報、避難されている皆様への
情報提供などについて、ツイートしています。

各種支援情報につきましては、
インターネットでもご覧になれます。
（“都内に避難されている皆様へ”と検索すると、ご覧いただけます。）

○復興支援対策部のアカウント

@tocho_fukko
https://twitter.com/tocho_fukko

※都庁第一本庁舎３階にある「都内避難者情報コーナー」でも、地元紙の閲覧や各種支
援情報の提供を行っていますのであわせてご利用ください。

   (開設時間平日９時～１８時) 

■「定期便の送付先変更や送付停止」について
　⇒都内避難者相談拠点

０１２０‐９７８‐８８５（フリーダイヤル）

■「定期便の内容」について
　⇒東京都　総務局　復興支援対策部　都内避難者支援課

０３‐５３８８‐２３８４（直通）

発 送 元

東京都　総務局　復興支援対策部　都内避難者支援課

～都内避難者支援課からのお願い～
定期便に関するお問い合わせは以下の窓口までご連絡ください。

ホームページ

受付時間　平日９：３０～１７：0０

受付時間　平日９：００～１７：００ 次号の発送は、
12月１日を予定しています。
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ふるさとからのお知らせ
（P3〜4）

ふるさとの今をお知らせします。今月は福
島県からです。

都営住宅の募集について
（平成29年11月）　（P1〜2）
平成29年11月の都営住宅募集案内と、よ
くお寄せいただく質問にお答えします。

現地の応援団より　（P6）

東北で働く応援団をご紹介します。今月
は、宮城県石巻市に派遣されている東京都
職員からです。

ふるさと復興の今がわかるツアー実施状況
【福島県北部コース】　（P5）

平成29年８月29日〜30日に実施した。ふ
るさと復興の今がわかるツアー実施状況
【福島県北部コース】についてお伝えします。

東京しごとセンター　（P7〜8）

東京都が実施する就労相談などのご案内で
す。

司法書士による面談・電話相談の
ご案内（P9）

東京司法書士会が実施する法律相談のご案
内です。

「都内避難者相談拠点」のご案内
（P10）

東京都が実施する都内に避難されている方
向けの総合相談窓口のご案内です。



都営住宅の
募集について

平成29年11月
都営住宅の募集が実施されます。

▶募集日程（予定）
平成29年11月１日（水）〜11月10日（金）

　今回の募集は、家族向・単身向（一般募集住宅）、若年夫婦・子育て世帯向（定期
使用住宅）となります。
　申込書は募集期間中（土曜・日曜・祝日を除く）に限り東京都住宅供給公社都営住
宅募集センター、各窓口センター、都庁、区役所、市役所、町村役場で配布します。

■平成29年度都営住宅募集予定

募　集　月 対　　象　　者

平成29年 11月
入居資格緩和　抽選倍率の優遇（避難者特例）

１．家族向・単身者向（一般募集住宅）
２．定期使用住宅（若年ファミリー向）
３．定期使用住宅（多子世帯向）
４．若年ファミリー向

平成30年   2月
１．家族向（ポイント方式）
２．単身者向・単身者用車いす使用者向・シル
バーピア※

※シルバーピア：都内に３年以上居住している65歳以上の単身者や夫婦世帯を対象とし高齢者向けの設備仕
様を備えた高齢者集合住宅

（注）入居までの期間については住宅によって違いがありますが、申込後、おおよそ５か月〜１年後、あき家
の発生状況によっては、これ以降になる場合もあります。

詳細は以下の問合せ先にご確認ください。

問合せ先

JKK東京〈東京都住宅供給公社〉都営住宅募集センター

03−3498−8894電話 午前９時から午後６時
（土・日・祝日を除く）

URL http://www.to-kousya.or.jp/toeibosyu/
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都営住宅の募集について、よくお寄せいただく質問にお答えします

Ｑ．被災者等の申込みに優遇倍率があると聞いた
んだけど？

Ｑ．11月募集の「定期使用住宅」とは？

Ａ．定期使用住宅は、あらかじめ10年の入居期間が設定されており、10年に限
り入居できる住宅です。したがって、この募集により入居される方は、10
年を経過した後には住宅を返還しなければなりません。

Ａ．家族向（一般募集住宅）のうち、優遇抽せんのある地区については、「優遇
倍率５倍」が適用されます。「父子世帯」や「母子世帯」など世帯構成や年
齢等の条件にあてはまる場合は「優遇倍率７倍」が適用されます。

単身向（一般募集住宅）、定期使用住宅には倍率優遇はありません。また、
家族向（一般募集住宅）でも優遇抽選のない地区についても、優遇はありま
せん。

優遇倍率については、申込み資格や条件について、申込書やパンフレットで
よくご確認ください。

　また、都営住宅ではありませんが、東京都住宅供給公社が取り扱う「公社住
宅」については、下記へお問い合わせ下さい。

※お電話の際に、避難者である旨お伝えいただけるとスムーズです。

●「公社住宅」に関する問合せ先
　JKK東京〈東京都住宅供給公社〉公社住宅募集センター
　　電話番号　03−3409−2244（代）
　　営業時間　9：30〜 18：00　（日曜・祝日・年末年始を除く）
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ふるさとからのお知らせ
今月は福島県からお知らせします。

応急仮設住宅の供与期間について
１　供与期間の延長
　次の市町村（区域）から避難されている方は、平成31年３月末まで供与期間が延長となります。

○富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村及び飯舘村の全域（６町村）
○南相馬市、川俣町及び川内村の一部区域（３市町村）
　◦南相馬市の帰還困難区域及び平成28年７月12日に避難指示が解除された区域（小高区など）
　◦川俣町の平成29年３月31日に避難指示が解除された区域（山木屋地区）
　◦川内村の平成28年６月14日に避難指示が解除された区域（下川内字貝ノ坂、荻の地区）

※福島県外借上げ住宅、雇用促進住宅及びＵＲ住宅についても、福島県より延長を要請しています。
※建設型仮設住宅については、空き住戸による防火・防犯の問題や維持管理等の理由から、供与期間終了の前においても、入居者の住居
の確保状況や意向を尊重しながら、県と管理市町村の協議の下、必要に応じて撤去集約化を検討していきます。

２　平成31年４月以降の供与について
○川俣町、川内村のほか、南相馬市、葛尾村、飯舘村の帰還困難区域以外の区域から避難されている方
　平成31年３月末をもって終了となります。
※自宅建築・修繕等の工期の関係で、住宅の再建が完了しない世帯につきましては、個別に延長することを検討しています。

○富岡町、大熊町、双葉町、浪江町のほか、南相馬市、葛尾村、飯館村の帰還困難区域から避難され
ている方
避難指示区域の実情や、 解除後の住まいの確保状況などを踏まえ、今後判断します。なお、取扱い
については改めてお知らせします。

●お問合せ先
　福島県 被災者のくらし再建相談ダイヤル　 0120−303−059
　午前９時 〜午後５時　月曜日〜金曜日（祝日・年末年始を除く）

避難農業者経営再開支援事業を開始しました
　原子力被災12市町村※外（県外含む。）の移住先や避難先において、農業経営の再開等を行う場合
に必要となる農業用機械、施設、家畜等の導入に必要な経費を補助し、生活再建を支援します。
※原子力被災12市町村：田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村及び飯舘村

【対　　象】　原子力災害の発生時に、原子力被災12市町村内に居住し、農業経営を行っていた方
※新規就農者は対象外です。

【補助率等】　補助対象経費の1／３以内です。また、補助の対象となる経費の上限は1,000万円です。
※帰還困難区域等の農業者が将来原子力被災12市町村内で農業経営を再開する意思がある場合は、3／4以内となります。
　なお、果樹の新植・改植、家畜の導入には補助金額の上限があります。

【事業実施期間】　平成29年度

●お問合せ先
　補助対象経費等、詳細はWEBでご確認ください。　 福島県農業振興課 検索
　福島県庁農業振興課　☎ 024−521−7344／福島県庁相双農林事務所　☎ 0244−26−1248
　福島県庁県北農林事務所　☎ 024−521−2604／福島県庁県中農林事務所　☎ 024−935−1307
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各種制度にて避難者の皆様の住宅再建を支援します！
空き家を活用した住宅再建を応援します！
　被災者、避難者等が自ら居住するため空き家を購入または賃借して改修等を行う場合に費用の一部
を補助します。
【募集期間】　平成29年12月28日まで　（先着順、予算枠に達した時点で終了）

●お問合せ先
　福島県庁建築指導課　☎ 024−521−7529

住宅の二重ローン返済を支援します！
　東日本大震災時に、半壊以上の被害を受けた住宅でローンが500万円以上残っていた方が、福島県
内で住宅を購入・建設または建物の修繕のために、新たに資金を500万円以上借り入れた又は借り増
しした場合、既存の住宅ローン５年分の利子相当額（最大140万円）を一部補助します。
【申し込み手続き】
　新たな住宅資金を借り入れた金融機関を通じて申込できます。
　住宅ローンを取り扱う金融機関や手続きの詳細はWEBサイトをご覧ください。

●お問合せ先
　福島県被災者向け住宅相談窓口　☎ 024−521−7698
　福島県庁建築指導課分室　☎ 024−521−5764
福島県二重ローン 検索

原子力損害賠償　住宅確保に係る費用等の賠償について
○事故当時避難指示区域内において、ご自身が所有される持ち家に居住されていた方
　賠償の対象となる費用については、「住宅の建替え・修繕費用」、「住宅・宅地の購入費用」の他に
も次のような費用が対象となります。
◦移住先の借家の家賃
◦老人ホームの入居費用
◦復興公営住宅の家賃
◦倉庫納屋の新築費用など（住宅取得・建替えを伴う場合）
◦既に負担している住宅・宅地の購入費用又は住宅の建替え及び解体費用（平成23年３月11日以降）

※上記の賠償については、次の点にご留意ください。
　◦賠償請求に当たっては、宅地、建物等の賠償に合意していることが必要です。
　◦受領済みの宅地・建物等の賠償金額を超えた金額が、賠償上限金額の範囲内で支払われます。

○事故当時避難指示区域内の借家に居住されていた方
　世帯人数に応じた定額の賠償がございます。新たな住居は借家に限らず、持ち家の購入費用に充て
ることも可能です。

●お問合せ先
住宅確保に係る費用等の賠償の請求手続きについては、下記の東京電力ホールディングス㈱ご相談専用ダイヤルにお問合せください。

●東京電力ホールディングス㈱福島原子力補償相談室　財物（土地・建物・家財）ご相談専用ダイヤル
　 0120−926−596　（平日午前９時〜午後７時／土日・祝休日午前９時〜午後５時）
●福島県（原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口）
　☎ 024−521−8216　（平日午前８時30分〜午後５時15分）
　詳細はWEBサイトをご覧ください。　 福島県　住宅確保損害 検索
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ふるさと復興の今がわかるツアー
【福島県北部コース】の実施状況についてお伝えします！

　平成29年８月29日（火）から30日（水）に、ふるさと復興の今がわかるツアー【福島県北
部コース】を実施し、８名の方にご参加いただきました。
　浪江町内、南相馬市内、富岡町内、福島県水産試験場を視察し、県や自治体職員からの
説明・意見交換などを行いました。また、いわき市宮沢団地で交流会を行い、地元の方と
参加者の方で親交を深めていただくなど、ふるさとの復興の様子を直接感じていただきま
した。

ふるさと復興の今がわかるツアー【福島県南部コース】のお申込期限は、平成29年
11月６日（月）（必着）です。お申込み方法及び詳細は、別添のチラシをご覧ください。

交流会［いわき市宮沢団地］

浪江町内視察［災害公営住宅］

福島県水産試験場相馬支場

富岡町内視察［災害公営住宅建設現場］

浪江町内視察［大平山霊園］

南相馬市内視察［メガソーラー施設］

●お問合せ先
　東京都総務局復興支援対策部都内避難者支援課　☎ 03−5388−2384
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現地の応援団より
東北で働く応援団をご紹介します。

今月は宮城県石巻市に派遣されている東京都の若手職員からです。

　現在、石巻では復興に向けた取組が加速し、日々街並みが変化しています。特に、蛇田
地区や北上地区（写真）では、毎月景色が変わるほど住宅が次々と建てられています。そ
のため、私たちは応援職員として石巻市に派遣され、新築された建物の固定資産税を算定
するために家屋評価と呼ばれる業務を行っています。業務で調査のために市民の方を訪問
する際には、私たちが応援職員と分かると感謝の言葉を頂く機会も多く、日々の業務の励
みになっています。
　目を見張るのは街並みや建物だけではありません。石巻市では、夏に芸術と音楽と食の
大規模祭典「リボーン・アート・フェスティバル」や川開き祭りなど、活気のあるお祭り
が開催されました。私たちも会場に繰り出しましたが、市民を始め、多くの観光客も訪
れ、大変賑わっていました。業務中だけではなく、日常においても復興が着実に進んでい
ると実感しています。
　これから本格的な冬を迎える石巻では、牡

カ

蠣
キ

の養殖が繁忙期を迎えています。震災で大
きな被害を受けた養殖施設ですが、すでに復旧が完了し、全国に石巻産の牡蠣が出荷され
ています。都内で見かけたら是非堪能してみてください。
　１年の折り返しである10月も過ぎ、私たちの石巻市での業務も残すところ後５ヶ月と
なりました。最後まで気を抜かず、復興に向けて頑張ります。

牡蠣の養殖風景 リボーン・アート・フェスティバルの展示（市内各地に展示）

東京都（石巻市派遣）職員　　飯沼  将大、前寺  知弥

北上地区 日和山から見た石巻市街と旧北上川
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